
未来の起業家
スタートアップセミナー
令和3年10月15日(金)17:30～19:00 オンライン開催

主催 福島県（大学発イノベーティブ・ベンチャー創出事業）
アカデミア・コンソーシアムふくしま(ACF)

後日サポート用（一部のページ割愛）



Agenda
MC:アカデミア・コンソーシアムふくしま(ACF)事務局 統括マネジャー 加藤 拓也

17:30 開会
・ 主催者メッセージ 福島大学 地域創造支援センター教授 大越 正弘 先生

・ 大学生等向け「未来の起業家育成プログラム」について ACF事務局 加藤 拓也

17:40 起業家講演 1 株式会社Eyes,JAPAN チーフ・カオス・オフィサー 代表取締役 山寺 純 氏

18:15 起業家講演 2 情報整備局 代表 和田 晃司 氏

18:50 Step 2 地域課題を解決する「新しいビジネスアイデア」募集案内 ACF事務局 加藤 拓也

（19:00 終了予定）



大学生等向け「未来の起業家育成プログラム」全体の流れ

Step 3 選考結果 合格者に通知（11月10日頃までに）

Step5
長崎研修へ派遣 R4/2/23(水祝)～26(土)
長崎大アントレプレナーシップセンター、国＆県起業支援施設等で研修

応募要項: アカデミア・コンソーシアムふくしま公式サイト http://acfukushima.net/student/
→ 「ACF加盟機関の学生」タブ よりダウンロードして確認

（本日最後に応募要領を説明します）

Step 2 新しいビジネスアイデア応募締切 10/31(日)

個人だけでなく
ACF会員校 在学生

3名以内のグループもOK

Step 1 未来の起業家スタートアップセミナー(10/15)に参加 ←いまココ

※ここから先は“選ばれし者たち”のみ

Step4
(ワークショップ3回)

ビジネスアイデア ブラッシュアップ ワークショップ ①11/20 ②12/18 ③1/22  各土曜PM  郡山

起業家育成のプロ=インキュ
ベーションマネジャー等の指導

選抜されたACFの仲間同士で
ディスカッション。切磋琢磨。

ビジネス・アイデアの磨き上げ
起業に必要なビジネス・スキルの習得

修了が長崎研修
の参加前提

Step6
３月14日(土) 郡山
ビジネスプランコンテスト

(仮称）予定
そして！



http://acfukushima.net/
http://acfukushima.net/student/

プレゼン(ppt)で
はアニメーション
使用ページ



起業家講演１

おススメの本：成功者の告白 (講談社+α文庫) 2006/9/21 神田昌典 (著)

講演資料は非公開



起業家講演２

おススメの本：ジョジョの奇妙な冒険 荒木飛呂彦(著)

(集英社 週刊少年ジャンプ／ジャンプ・コミックス)

講演資料は非公開



新しい
ビジネスアイデア
応募案内
 応募要領、選抜方法等の説明

 選抜後の、ワークショップや現地研修

派遣等今後の流れ

交通網の老化

地域や社会に
存在する課題
を見つけよう！ 例えば・・・

これらに限らず、課題を選び、解決にチャレンジ！！



地域課題を解決する「新しいビジネスアイデア」 応募要領の解説（ 1/3  ）

応募資格：
ＡＣＦ会員校在学生の、個人または３名以内のグループ（※1）
(※１)全員がACF会員校在学生であれば同一校のグループに限らない

応募方法：
ACF公式ウエブサイト（http://acfukushima.net/student/）より、
応募要項をよく確認の上、
① 「応募用紙をダウンロード」から所定のパワーポイント用紙をダウンロード

⇒応募内容（ビジネスアイデア）を記入し、PDF化する（※2）
② 「ビジネスアイデア応募」からGoogleフォームに入り必要事項を記入
③ 上記①でPDF化したファイルを「応募用紙をアップロードする」から応募

（※2）提出ファイル名は以下としてください。( _ は半角アンダーバーで)
“大学名_氏名(ｸﾞﾙｰﾌﾟは代表者名のみ)_タイトルかそのキーワード等の略称.pdf”

応募期間： 10/15(金)19:00 から10/31(日)23:59（締切日厳守）



http://acfukushima.net/student/



新しいビジネスアイデア応募用紙（所定の申込フォームから必要事項を記入の上、pdf化してアップロードし提出ください）

校名： 学部・学科: 学年: 氏名(ｸﾞﾙｰﾌﾟの場合は代表者。記入時この註

は削除ください。): 

グループ名（個人の場合は不要）

【タイトル（必須）および副題（任意）】 【項目2. どのように課題解決を図るのか？】

・この項目2は、項目1の下から始めても構いません。
・同じく文字は10ポイント以上を使用してください。
・このカッコの注意事項は使用の際削除ください。【項目1. 解決したい課題】

注意事項：
・文字はこの大きさの10ポイント以上を使用してください。
・見出しなどで強調や下線をつけること、適宜色の使用も構いません。
・1枚目(項目1、2)は文字のみで表してください。
・この注意事項は使用の削除ください

1枚目



【項目３. 概要図】 タイトル、課題、解決策やその方法、体制などを１枚の概要図（いわゆるポンチ絵）にまとめてください。
２枚目

【項目３. 概要図】 タイトル、課題、解決策やその方法、体制などを１枚の概要図（いわゆるポンチ絵）にまとめてください。 ２枚目



新しいビジネスアイデア応募用紙 （所定の申込フォームから必要事項を記入の上、pdf化してアップロードし提出ください）

校名：キビタン大学 学部・学科：経営学部・経営学科 学年３年 氏名: 福島英世(ｸﾞﾙｰﾌﾟ代表) グループ名：お宅のチカラ

【タイトル（必須）および副題（任意）】
引越バイトやメンバーの学びを活かした、ワンストップサービス「お宅のチカラ」
～２階から1階への家具移動や粗大ごみ降ろし、デザイン学科生のセンスを活か

した模様替えまで、力仕事と夢ある終活＝新しいシニア暮らしのお手伝い～

【項目2. どのように課題解決を図るのか？】

私たち３人はそれぞれの大学やバイトに忙しく、また少し離れた所に住んでいることもあり、直
接は会わず週に１、２度、ZＯＯＭで課題解決の定義とその解決策検討を始めることとした。

１)市場調査（ニーズおよびターゲットの定義と価格計画など）
このビジネスモデルの事業化に、スマートフォンアプリの活用（B君担当）は重要なインフラにな

りますが、そのシニア層をターゲットとした市場調査の段階からアプリを活用し、そのニーズ吸い
上げやヒアリングのプロセスによってこの新サービスを育てて頂き、まずその方々に喜んで使って
頂くことを考え、以下のプランで検討を進めます。・・・・

２）サービス内容

３）ツール

４）顧客層へのアプローチ

（ここに記載の項目や内容はあくまで記入例です。）

【項目1. 解決したい課題】
①きっかけ
私の祖父母は築40年の一戸建てに住んでいる。父や叔母は独立するまでこの２階で過ごしていた

が、いまは80歳を過ぎた祖父母だけ。夏休みに遊びに行った際、「２階に残っているお父さんの勉
強机や本棚など粗大ごみとして処分したい・・・・
私自身、大学１年から始めた引っ越し業のアルバイト経験で、体力だけでなくノウハウや必要な

道具もある。幼なじみで今は県内のＩＴ専門大学に通う友人Ｂを誘い、粗大ごみ搬出と、ベッドは
布団より楽だとのことで、・・・・・。
この計画に市内の短大の生活デザイン科に通う従妹Ｃ（叔母の娘）が・・・

「これUberのようなアプリ化をして、シニア向けに起業できないかな？」と・・・・、従妹のCも
「短大で習ったカラーリングや生活動線の・・・・

②解決したい課題
祖父母の世代は昭和の成長経済を背景に２階建て等の戸建てを持つ方も多かったが、その築年数

も進み、核家族化を背景に同居家族も少ない現状が多い。
そのような状況で家具の移動一つ取っても大仕事となり「誰に頼んだらよいかわからない」と

言った現状もある。
さらに「終活」という言葉や行動が一般的になり、「年は取ったが、それでもギリギリ元気なう

ちに」「家具の移動や粗大ごみの処分、そして介護施設等に入る前に、決して長くはない時間を心
豊かに、穏やかに過ごしたい」という課題とニーズがある。
ノウハウの要る力仕事としての「家具の移動や粗大ごみの搬出」、そして「センスある模様替

え」といったニーズに、私の引っ越し屋バイト経験、友人BのITアプリ開発能力、従妹Cの生活デザ
イン学科での学びを結集して、「夢ある終活」のお手伝いをしたいと考えた。
そこで社会的にも重要と思われるこの課題を以下に整理する。

(1)・・・・・
(2)・・・・・
(3)・・・・・
(4)・・・・・

1枚目

記入例



【項目３. 概要図】 タイトル、課題、解決策やその方法、体制などを１枚の概要図（いわゆるポンチ絵）にまとめてください。
２枚目

例

引っ越しバイトやメンバーの学びを活かした、ワンストップサービス

■ お宅のチカラ全体イメージ

お宅のチカラ
（マッチングアプリ）

サービス

評価

¥¥

仕事依頼
仕事依頼

メンバー登録
ユーザー登録

顧 客
・福島県在住65歳以上のシニア
・家具の移動、粗大ゴミの処分に困っている人
・部屋の模様替えを手伝ってもらいたい人

サービス提供者
（地域大学生）

・引っ越しバイト経験者
・生活デザイン科に所属する学生ｅｔｃ．．．

メリット
・これまでの学びや経験
が活かせる
・地域の人と接点が持て
る
・収入が得られる

メリット
・家の中が片付く
・若者との接点が持てる
・大手業者より安く利用で
きる

メリット
・従業員を抱える必要が
ない
・顧客情報が得られる



応募要領について（ 2/3  ）

選考 ACF事務局に設置する選考委員会にて行う。
（選考委員長 福島大学教授 大越正弘）

選考のポイント
① 独創性、新規性
② 社会性（地域課題等社会的課題を捉え、その解決にいかにチャレンジしているか）
③ 事業発展性、将来性
④ 実現可能性（ただし現実への適合より、どう実現させるかがポイント）

選出予定者数：15名以内（但し個人／グループでの選出数は定めない。あくまで評価順）

参考）選出後のプログラム参加費用について
ワークショップ（計3回）
• 受講料無料ですが会場（郡山商工会議所会館 会議室を予定）までは、各自で対応（交通費は参加者負担）となります。
2月の長崎研修（予定）
• 参加費は基本的に無料ですが、集合場所および解散場所（いずれも福島空港の予定）と自宅との移動は各自での対応（交通費自己
負担）となります。

• 長崎との航空料金、現地滞在期間の宿泊費（朝食付）等の経費は事務局にて負担します。
• その他現地研修期間中に発生する経費の取り扱いの詳細、参加者自己負担とする費用等は、対象者に対し適切な時期に案内します。



応募要領について（ 3/3  ）

その他
• ワークショップおよび現地研修参加メンバーに選出された者は、令和4年3月12
日(土) に郡山市で開催の「ビジネスコンテスト（仮称）」に参加して頂きます。

• 新型コロナ感染症の再拡大等、安全かつ安心な実施運営に支障が出ると事
務局にて判断した場合は、プログラム内容の一部ないしは全部を変更もしくは
中止する可能性があります。予めご承知おきください。



皆さんの
Step2 「地域課題を解決するビジネスアイデア」へ
の応募をお待ちしてます！
～ 選抜され、ワークショップで磨き上げ、

長崎現地研修で、一層の飛躍を目指そう！～

問い合わせ先：
アカデミア・コンソーシアム ふくしま 事務局

加藤(かとう)／渡邉（わたなべ）／菅野(すげの)
Tel. 024-548-5293/5295  
Email acf@adb.fukushima-u.ac.jpfin


